
1 
 

平成 29 年 3 月 27 日 

河部 泰  

報告書 
宮城手打ちそばグループリバサイドを訪問 

 

3 月 8 日 

仙台空港から成田へ、成田から NH006 に乗り継ぎその日の朝の 9:45 にロサンゼルス空港

に到着、そば粉の通関が無事済むか心配でしたが難なくパス。 

ほっとしました。 

空港ではブシェー洋子さんジョンさんとデービスさんがミニバスとスーツケースと道具類

を運搬する車を待機させ待っていてくれました。この車には都合 4 日間すっかりおせわに

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リバサイドでの宿泊は有名なミッションイン・ホテルです。立派すぎて始めは辞退したので

すが洋子さん達が交渉し 11 名を格安で予約してくれて、お陰さまで素晴らしい経験をさせ

て貰いました。 

当日さっそくミッションインのガーデンレストランで歓迎パーティーです。雨期を脱し暖か

くからりとした夕暮れ時です。メキシコ料理がボリュームたっぷりに提供され旅のつかれも

忘れ大いに舌鼓を打ちました。 
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モーゼス博士の歓迎の挨拶 

 

3 月 9 日 

今日は仙台市とリバサイド市が姉妹都市提携をして丁度 60 年の節目です。そもそもそば打

ちでこの日を祝いたいとなったのは 2015 年５月にベイリー市長が仙台市に来たときに偶

然柏倉代表との会話で提案したところ市長が快諾してくれたことに始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年 5 月 30 日          2017 年 3 月 9 日 

                    お言葉に甘えて伺いました！ 
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実演に先立ち柏倉代表からベイリー市長に奥山仙台市長からの親書を渡します。 

 

私たちの訪問の目的は日本の食が世界無形文化遺産に登録されましたが、その中でも代表的

な日本そばを是非味わって貰いたいとの願いでした。当日最大 70 食を用意しましたが全部

を打ち切りかつ参加した皆さんに食べて頂きました。日系の人も勿論ですが皆さんが美味し

いと言ってくれて一同満足でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよそば打ちを開始します。 
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ベイリー市長もそば打ちに参加。このあと自分の打ったそばを茹でて試食し大いに満足の様

子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場からもっと食べたいと言う人が続出で市長はなんとお替わりが３杯目です！これで私

たちも来た甲斐がありました。 

 

 

 

 

 

 



5 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このあと記念撮影です。右側の市長は柏倉代表の帽子をとりあげご満悦。 

後ろには現地の皆さんが用意してくれた当日の催しの垂れ幕が見えます。 

 

3 月 10 日 

リバサイドの皆さんは至れり尽くせりで翌日は市内と周辺を案内してくれました。 

ゴールドメダルを持つ著名な Galleano ワイナリー、オレンジ郡最初のオレンジの木の保存

地、March 空軍基地周辺と航空博物館、等々です。 

我々はこのあとロサンゼルスに 3 泊し 1３日の午前便でロサンゼルス空港を後にして１4 日

無事成田そして仙台に到着することが出来ました。 

 

この度は好天に恵まれた上リバサイド市 IRC の皆さんが事前に入念な準備を整えていてく

れました。 

特にモーゼス博士と洋子ブシェーさんには会場の確保を始めホテルや空港からのマイクロ

バスの手配、送迎を始めとする数々の労を煩わせました。お陰で成功裡に全行程を終えるこ

とが出来ました。 

 

これもオレンジクラブの鈴木会長をはじめ皆様が永年継続して培ってきたリバサイドの市

民の方々との良好な関係なくしては成し得ませんでした。一同感謝しております。ありがと

うございました。 

 


